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京象 嵌協 会10周年記念 展企 画展示 ヒューマ ンボディデザインの実験 一 第2幕 一
AnEXPERIMENTinHUMANBODYDESIGN‐thesecondact‐
滝 口洋子/京 都市立芸術大学
象嵌とはある物質の表面に他の物質で模様を
象(か たど)り,嵌(は)め こむ技術とその
製品をさします。象嵌の歴史は古 く紀元前 シ
リアのダマスカスで生まれ,世 界各地にひろ
まりました。有名なものにスペイン象嵌があ
ります。 日本にはシルクロー ドを経て,古墳
時代～飛鳥時代に伝わったそうで,刀剣,鎧,
兜,鉄 砲,根 付,印 篭等に施 されていました。
明治の廃刀n以 降は家具,装 身具を中心に創
られています。象嵌の技術は様々な種類があ
りますが,京 都では布目象嵌(生 地表面に布
目状の細かい溝を刻む技法)が 中心です。
京象嵌協会からの依頼により,10周年記念展
のための研修,企画,展 示等を行いました。
○京象嵌デザイン研修会 平成15年12月19日
京都市産業技術研究所工業技術セ ンター
講義室
テーマ 「装身具について一 ヒューマンボ
ディデザインか らの視点一 」
○京象嵌デザインコンクール
・会員の部(1年 以内に制作された新商品)
・学生の部(私 が身につけてみたい装身具)
審査会 平成16年3月18日
展示バナー3点
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ビジュァルデザイ ン専攻の学生有志(3・4
回生,院 生)た ちとは,象 嵌 の工房,シ ョー
ルーム見学 と関連 す る美術館 や博物館での研
修 を行 いま した。 冬期休暇を利用 し計30数点
のデザ インを協会 に提出,そ の うち15点が会
員各社 によって制作 されま した。
○会場構成/デ ィスプレイ
会場 二京都クラフ トセンター
会期:平 成16年3月18日(木)～23日(火)
○デザイ ン及び制作
・象嵌デザイ ン10点(制作 は会員各社)
ネ ックレス,ブ レスレッ ト,リ ング,チ ェー
ンベル ト,イ ア リング,他
・マ ネキ ン3人 コスチューム制作,ヘ ア,
メイクア ップデザイ ン
・展示用バナー制作
ヒューマ ンボデ ィデザイ ンの実験展(平 成15
年 神戸,東 京,ボ ローニ ャ)で は,イ メー
ジ都市 を西洋 としていま したが,今 回の制作
ではよ り実感の持てる 日本,京 都へ と変化 さ
せて います。
(デザイ ン理論No.44p.166-167参照)
特 に,シ ル クロー ドを経 て大 陸か ら伝わ った
とい う点 にイメー ジの原点 をおき,マ ネキ ン
選定,メ イクア ップ,コ スチューム制作,象
嵌 デザイ ンを行 いました。
左:会 場外観
中:会 場風景
右:会 員 ブース
学生作品
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